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関小学校学校運営協議会 注目されています 
鳥羽市教育委員会が視察のため来校されました 

11 月 27 日に学校運営協議会の立ち上げから２年目の関小学校と９年目の加太小学校

の関地区小学校 2 校を視察するために、鳥羽市教育委員会の教育長、学校教育課長をは

じめ、鳥羽市内小中学校の校長と鳥羽市内各小中学校関係者総勢２９人の方が来校され

ました。 

鳥羽市内の小中学校の大部分は、来年度より学校運営協議会を立ち上げるとのことで

す。本格実施にあたり、学校・地域・保護者が一体となっ

て学校運営協議会を運営している先進的な取り組みを実際

に聞きたいとの趣旨で会が進められました。 

視察の内容は以下の４点でした。 

 学校運営協議会設置までの取組について 

 関小学校における学校運営協議会の活動内容について 

 協議会の開催回数および協議事項について 

 質疑応答・その他 

校長からパワーポイントを用いて関小校区の特色、教育協議会から関小学校学校運営

協議会発足までの道のり、学校運営協議会の活動内容や取り組みについて説明した後、

質疑応答が行われました。質疑応答では学校運営協議会を進めていく上でのポイントや

活動内容において重視している点は何か。予算はどのように運用し

ているのか。PTA 活動とどのように連携しているのか。などの質問

がありました。 

学校運営協議会を設置しているコミュニティ・スクールは、学校

と保護者や地域の皆さんがともに知恵を出し合い、学校運営に意見

を反映させることで、一緒に協働しながら子供たちの豊かな成長を

支えることが目的です。関小学校の取り組みを発信することで、迎

える側も改めて「地域とともにある学校づくり」を再確認できた有

意義な視察研修会となりました。 
 

３学期の主な予定です 

 

 

 

 
 

地域回覧用 

関小学校運営協議会だより№９ 

１月 ２７日(水) ５年みえスタディーチェック（国・算） 

２月  ５日(金) Ｒ３年度入学児童学用品販売 

１０日(水) 授業参観＆令和３年度学級編制説明会、資源回収 

３月  ２日(火)  ６年生を送る会 

１８日(木) 給食最終日 

１９日(金) 卒業証書授与式 

２５日(木) 修了式・離任式 
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４年生はＳＳＴに取り組んでいます 
４年生は、ＳＳＴ（ソーシャルスキルトレーニング）に取り組んでいます。

ＳＳＴとは、人と人が関わり合って生活していくために必要なスキルを身に付

ける練習のことです。例えば、「あいさつをする」「お礼を言う」などです。こ

れは、必要なマナーを身に付けることだけでなく、温かい言葉や態度を通して

関わり、子ども同士が繋がり合うことを目的としています。 

ＳＳＴを始めてから、クラスの友だちに「おはよう」と声をかける子が増え、ちょっとした親切な

行動に対しても「ありがとう」という声が聞こえてきます。不思議なことに、この一言だけで教室が

温かい雰囲気に包まれ、居心地の良い場所へと変わっていきます。子どもたちは、自分たちで自分た

ちのクラスをより良くしていく感覚を味わいながら毎日を過ごしています。これからもお互いを大

切にしながら繋がりを深めていきたいです。 

【子どもたちのふりかえりから】 

・ あいさつをしたらほとんどの子が「おはよう」と返してくれたので気持ちがよかったです。 

・ 配り物をしてくれる子に「ありがとう」を言えてなかったけど、意識すると言えるようになりました。 

・ 体を向けて話を聞くと、以前よりも相手の伝えたい内容がよく理解できると感じました。 

 

先生にインタビュー!！２年生です 
２年生では、例年、生活科の学習で町の人にインタビューをするのですが、今年度は

あいにくのコロナ禍…。そのため今年は学校の先生にインタビューをしました。関小学

校にはたくさんの先生がいます。２年生の子たちが関わったことのある先生は意外に少

なく、その先生ってどんな先生？どんな仕事をしているの？と

疑問に思うこともたくさんありました。 

そこで、班ごとにどの先生に、どんなことをインタビューす

るか考え、休み時間に友だちと一緒にインタビューをしまし

た。普段の会話とは少し違って、丁寧な言葉で聞いたり、話し

てもらったことを書き取ったりしました。苦戦する子もいまし

たが、「先生、インタビューしてきたよ！」と誇らしげに教室

へ帰ってくる子がほとんどでした。失敗してしまったこともあ

るかもしれませんが、挑戦できたこと、やり遂げられたこと、

できたこともたくさんありました。大人からすれば当たり前の

ような、小さな「できた」をたくさん認めてあげることで、子

どもたちは次への原動力にしていってくれます。これからもさ

まざまなことに挑戦していく姿を見守っていきたいです。 

 


